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部（管）、中手指節部（球節）、繋の左右 3 カ所ずつ計 6 か所、超音波画像による繋部の左右
内外蹄における DDFT と SDFT の腱縦幅を計測し解析した。その結果、蹄壁角は生後 1 日齢
では平均約 45°でばらつきが大きく屈筋腱や肢の太さとの相関関係は認められなかった。生
後 28 日齢でも、蹄壁角は他計測項目とほぼ相関せず平均約 50°に収束する傾向を示した。
DDFT および SDFT は生後 1 日齢において、他計測項目とほぼ相関関係は認められなかった
が、DDFT は生後 28 日齢において、腱幅が厚くなり体重、肢の太さとの強い相関関係が認め









であった。第Ⅲ章では、重度 MPFD 症例における球節と DIPJ の屈曲について SDFT と
DDFT の関与を調査することを目的とし、SDFT と DDFT の短縮割合を 10 種類のモデル肢
として作製し、重度 MPFD 肢と X 線画像を比較した。その結果、全屈筋腱短縮モデル肢にお
いて重度 MPFD 肢の球節の屈曲病態が再現された。また、DDFT の短縮割合が高い屈筋腱短
縮モデル肢で、重度 MPFD 肢の DIPJ の屈曲病態が再現された。以上の結果から、重度 MPFD
肢における屈曲病態には、SDFT だけでなく DDFT も関与していることが明らかとなった。
第Ⅳ章では、重度 MPFD 肢を呈する子牛に対し SDFT および DDFT の腱切除術を行い、術
後経過を観察することで屈筋腱と繋靭帯を主とした軟部組織の屈曲変形への影響を考察した。
X 線撮影後、腱切除術を行い術後 2 日目および術後 7 日目に歩様検査を行い、跛行が改善し
ていなければ外固定処置をした。術後 14 日目に予後判断を行った。術後 2 日目に、重度
MPFD15 肢中 11 肢（73%）において外固定が必要であり、これらの肢は X 線画像より屈曲
病態の重症度が高く、屈筋腱以外の軟部組織による屈曲変形への関与が指摘された。しかし、
術後に外固定を処置することで屈曲および跛行は速やかに改善し、術後 14 日目において 9 頭
中 8 頭（89％）の重度 MPFD 子牛が予後良好とされ、それらのうち 15 肢中 13 肢（87％）
の重度 MPFD 肢において屈曲症状の改善が認められた。以上より、重度 MPFD 子牛に対し
積極的な SDFT および DDFT の腱切除術は有用な治療法であることが示された。本研究によ
り、子牛の重度 MPFD 肢の屈曲病態には SDFT、DDFT だけでなく繋靭帯を含むその他軟部
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